
特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

　
令
和
3
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

市
保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛
苑
を
管
理
運
営
す
る
指

定
管
理
者
を
、
株
式
会
社
ア
ス
ク
ゲ
ー
ト
と
す

る
こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
公
募
を
行
い
、

1
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
に
お
い
て
、
選
定
い
た
し
ま
し
た
（
詳

し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　
指
定
の
期
間
は
、
4
月
1
日
か
ら
令
和
7
年

3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問農林課（☎ 82・3679／ IP ☎ 88・9090）

表紙の「わが家のアイドル」は過去
最多 99人の笑顔であふれました

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

３
回
目 

集
団
接
種
の
お
知
ら
せ

３
回
目
集
団
接
種
の
概
要

【
開
始
日
】
２
月
19
日
（
土
）
か
ら

【
場　
所
】
市
総
合
体
育
館
（
地
階
）

【
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
】

　
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

※�

使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
供
給
量
に
よ
り
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
が
切
り
替
わ
る
場
合
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
回
目
の
追
加
接
種
に
つ
い
て
は
、
１
回
目
２

回
目
と
は
異
な
る
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
（
交
差
接

種
）
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】
市
か
ら
案
内
が
届
い
た
方
の
う
ち
、

市
の
集
団
接
種
に
申
し
込
ん
だ
方
で
接
種
日
時

の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
方

２
回
目
接
種
の
完
了
か
ら
８
か
月
以

上
の
経
過
を
待
た
ず
に
追
加
接
種
が

可
能
な
方

　
次
に
該
当
す
る
方
は
、
２
回
目
接
種
の
完
了

か
ら
８
か
月
以
上
の
経
過
を
待
た
ず
に
追
加
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
倒
し
接
種
を
希

望
す
る
方
で
、
接
種
券
一
体
型
予
診
票
が
届
い

て
い
な
い
方
は
、
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆�

２
回
目
接
種
の
完
了
か
ら
６
か
月
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
接
種
が
で
き
る
方

【
対
象
者
】　

①�

医
療
従
事
者
等
な
ら
び
に
高
齢
者
施
設
等
の

入
所
者
お
よ
び
従
事
者

②�

通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
利
用
者
お
よ
び
従

事
者

③
病
院
お
よ
び
有
床
診
療
所
の
入
院
患
者

◆�

２
回
目
接
種
の
完
了
か
ら
７
か
月
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
接
種
が
で
き
る
方

【
対
象
者
】　
65
歳
以
上
の
方
（
２
月
か
ら
）

問�

健
康
増
進
課　
（
☎
82
・
３
６
９
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
７
）

※ 

１
月
18
日
現
在
の
状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室

☎
96
・
９
０
３
０
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
７
２
３
４

午
前
９
時
～
午
後
４
時

市
保
養
セ
ン
タ
ー
美
榛
苑

指
定
管
理
者
を
決
定

広
報
う
だ

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

５
年
ぶ
り
３
回
目
の
入
賞

　
毎
日
新
聞
社
主
催
の
第
33
回
近
畿
市
町
村
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、「
広
報
う
だ
」
が

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
対
象
と
な
っ
た
の
は
表
紙
、
裏
表
紙
に

に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
10
月
号
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
を
特
集
し
た
号
で
す
。

　
審
査
で
は
、「
明
る
い
笑
顔
で
み
ん
な
が
元
気

を
も
ら
い
未
来
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
こ
と
を

暗
示
し
て
い
る
。
特
集
は
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画

で
読
み
ご
た
え
が
あ
る
」
と
講
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
広
報
う
だ
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
作
成
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
方
に
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
広
報
紙
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

入
賞

問
秘
書
広
報
情
報
課

　
（
☎
82
・
３
９
１
２
／
IP
☎
88
・
９
０
８
３
）

問
観
光
課

　
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

　

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
寒
さ
が

続
き
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
季

節
は
春
に
向
か
っ
て
い
ま

す
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す
ね
。

バレンタインデー

両手の指先を付けてハート
の形を作り、前に出す

２月

左手で数字の二を作り、その下に
右手で月の形を表す

節分

升をもって豆をまく様子（２～３回）

鬼

両人差し指を立てて頭の
両横に置く

福

右親指と他の４指を開いてあごの下
にあて、指を閉じながら下げる（２回） 第 19回

農業参入をサポート！
宇陀市で新たに
　　　　企業が農業を始めます
　企業等の農業参入は、過疎化や高齢化で農業の担い手
が不足することが心配される中、地域の農業の担い手と
して期待されています。

　昨年 11月、株式会社南都銀行グループ「奈良みらい
デザイン株式会社」が榛原笠間地区で高齢農家の事業を
継承し、農地中間管理機構（※）を活用してアグリ事業
（農業事業）を始められました。
　今後、酒米や大和野菜などの栽培、スマート農業（ロ
ボット技術や情報通信技術を活用した農業）や ECサイ
ト（インターネットの店舗）での販売など、農業の実践
や新しいことへのチャレンジをとおして農業や地域の課
題解決に取り組まれます。

榛原笠間地区でホウレン草等を栽培してこられた加留さん夫
妻（前列）と奈良みらいデザイン ( 株 ) の大田社長（後列右）、
担当の藤谷さん（後列左）

農地利用の最適化を推進
　市および市農業委員会は、今使われている農地で耕
作が続けられるように農地と担い手をつなぐ農地利用
の最適化を推進しています。

農地利用の最適化の推進とは・・
①担い手への農地の集積・集約化
　・農地中間管理機構の活用を促進
　・実質化された人・農地プランの作成・見直し
②遊休農地の発生防止・解消
　・農地パトロールや利用状況調査
　・農業委員、農地利用最適化推進委員の農業相談
③新規参入の促進
　・農地所有者や地域との橋渡し
　・就農相談

（※）�農地中間管理機構とは、農地集積、集約化を進める農地中間管
理事業を行っており、奈良県では、奈良県農地中間管理機構（公
益財団法人なら担い手・農地サポートセンター）が農地の貸し
借りを仲介しています。

× 2

◀�関係機関が集まり、農業参入
支援の話し合いを行いました
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